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医師、看護師、関連職員、あるいは消防の救急
隊員は、2 年半に及ぶ COVID-19 との闘いで
既に疲弊し切っています。使命感だけで働き続
けていると、自覚症状のないまま突然心身の限
界を迎えます。救急現場からそっと離職するス
タッフも出ており、救急医療ひっ迫の悪循環は
加速しています。
　以上は全て、2022 年 7 月現在起こっている
事実です。社会全体で 1～ 2年前のようにこう
した事実を捉える機会は少なくなっていますが、
救急の現場から見ればそれは一種の情報操作に
思えてなりません。確かにCOVID-19 は、健康
な人に対して直接致命的となる確率の低い疾患
です。しかし、あなたが事故や急病、あるいは
熱中症などで突然生命や身体機能の危機に陥る
場面を想像してみてください。2022年7月現在、
救急車を呼んだとしても、あなたは病院に受け
入れてもらえず、迅速な治療を受けられない可

能性があります。間接的にCOVID-19 はあなた
の健康と生命を脅かし続けているわけです。
　我々は今まで様々な社会生活を制限すること
によって、COVID-19 に対処してきました。社
会全体を見回してみると救急医療現場の疲弊と
同じように様々な領域でのひずみ・疲弊が見ら
れます。この状況では大規模な社会活動制限を
さらに行うことは、ほぼ不可能でしょう。ただ
し、コロナウイルスが根絶されたわけではあり
ません。今すぐ元通りの社会活動レベルに戻れ
るわけではないのです。その中で今までに学ん
だ経験した基本的な感染対策を継続していただ
くことは可能だと思います。人との接触の仕方、
マスクの使用法、換気の重要性、今一度これら
の基本的対策を見直し思い出していただけると
幸いです。そして、COVID-19 に限らず救急医
療へのかかり方を皆さんが自分のこととして考
えてみてください。
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